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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・10/7（金）17：15～　第3回　看護グループ内研修【新人･初級】　
場所：2階会議室　テーマ：入浴･移乗(ベッド･車椅子)の方法　講師:松橋CW

※対象者は当日の出欠予定を記入すること。

・10/7（金）18：45～20：30　八戸精神科看護勉強会　場所：八戸プラザホテル
　テーマ：精神科看護でのWRAP療法の活用（仮）
　※席に余裕があるため､当日参加も可能。

・10/20（木）19：00～20：30　八戸精神科医会　場所：八戸パークホテル

　テーマ：うつ病治療と自殺予防
・本日13：30～鈴木惇浩様のサービス担当者会議開催。担当：石渡参加。
・10/8（土）～佐々木さんが出勤日となっているため､カーテン洗濯実施予定。
・人事考課面接が10/17から開始予定となっているため､面接に間に合うように人事考課表を作成し､小嶋SGMへ提出すること。
・各種書類等提出期限
　①学術研究パワーポイント→小嶋SGM：10/17（月）12：00
　②疾患別診療計画書、経過録､（表紙）→10/7（金）17：00
　※松村勉様、松倉健一様、川村享様、福井彩様、北村奈美様の経過録は他病院へ提出するため、小嶋SGMが確認する。
　③プログラムテキスト→10/24（月）17：00
・テキストは作成したら、作成者名を記入するか印鑑を押すこと。
＜利用者様情報＞
デイケア
・下苧坪康一郎様～本日利用開始予定であったが､足の痛みがあり病院受診するため欠席すると連絡ある。次回来所時、受診結果や足の状況を確認していく。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～本日、右耳の耳垂れあり、耳鼻科受診のためデイナイトケア欠席となっている。

・千葉　輝夫　様～本日普段来所する時間になっても青陽館に来ず、スタッフが捜索するため玄関を出たところ、青山荘前を歩いており、声を掛けると栗ひろいをしてきたと話し、ポケットに20粒ほど入っている。下を見て歩き続けることで道に迷うことも考えられるため、来所時間が遅れている際は早めに捜索にいくこととする。
・佐藤　ミツ子様～青風荘より昨日から血圧高値傾向であったと情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、頭痛などの不調の訴えは聞かれていない。足痛に関しては、昨日は痛みの訴えあり、無理をしないよう運動への参加を控えていたが、本日は自ら足痛の訴えはなく、運動プログラムへ参加している。プログラム後、足の影響はなかったか尋ねると、「大丈夫、痛くないよ」と明るい声で返答している。今後も身体状況の観察をしていく。

ナイトケア
・八木橋　牧雄様～昨日、断酒会に参加している。帰宅前に断酒会の内容について伺うと、年齢差のあるメンバー（村上元道様）の発言について話してきたとのこと。「一回りも違うのに、麻雀が下手だとかやぎって呼んだりとか、礼儀がない」と不満を訴えている。今後の関わり方について尋ねると「こっちが気にしないことにした」と対処方法を話す。ナイトケア利用時に2人が同席する場合は、関わり方について観察を行っていく。
＜外来情報＞

・特記なし。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（熊林　卓也　様）　

実施日：H28年10月6日（木）13：30～14：00

担当チーム：慶長・藤田

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	熊林　卓也様
	性別
	男
	年齢
	21
	生年月日
	H7.5.3

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	復職したい。体力の低下を防ぎたい

	家族希望
	1ヶ月を目途に復職して欲しい

	入院歴
	計2回（最終：H28年1月18日～H28年3月23日）

	通所歴
	1回目

今回：H28.9.21～現在　　（週3回/月・水・金曜日）

	その他サービス利用
	なし

	住居：家族と同居
	家族構成：両親、兄

	利用制度
	自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載

H27.12.30当院退院後、服薬を家族と一緒に管理し、怠薬無く情動も安定していた。H28.1.4ドライブ中にスリップ事故を起こし、運転は控えるように家族が話すが、車が欲しいと強く訴え車を購入。H28.1.16母様より相談があり受診し、田名部医師の診察を受けタスリン（5）1A筋注、内服薬が処方され帰宅している。H28.1.17症状が落ち着かないと連絡があり、薬剤調整を実施。翌日母様より架電あり、内服薬服用するも、今朝も病状が不安定

で「悪魔の声が聞こえる」「西の方角に走れば良い」等の発言があり、食事摂取量も低下しているとのことで、同日診察を希望。病識乏しく入院の必要性説明するも理解出来ず、H28.1.18当院へ医療保護入院となる。入院時、強い拒否や興奮する事は無く静かに自室で過ごしている。以後も興奮や衝動行為なく経過。外出訓練を行い、幻聴は減少しているとのこと。主治医面談を行い、デポ剤導入について了承。H28.3.8よりゼプリオン（150）１A筋注開始。また、本人・家族様へ疾病教育も開始。本人は病識がなく「自分は病気だと思っていない」と話している。病状安定し、日課・プログラムも拒否することなく行えており、H28.3.23家族の受け入れ体制整ったことから自宅へ退院となる。退院後、自宅にて両親・兄と同居を再開。H28.4.4より復職しているものの、意欲の低下等の陰性症状が顕著で、H28.9.3より欠勤することが目立つようになる。上記により主治医よりデイケアについて勧められ、本人・母ともに見学・体験利用の希望があり、9/15（木）に見学、9/16と9/19に体験利用を実施。1ヶ月を目途に、体力作りと復職をしたいと希望し、9/21より正式利用開始予定としてとしている。


【検討内容】

デイケア利用開始からの状況

9/21：運動療法やパソコン教室等の就労支援プログラムに参加し過ごしており、自発的に他者へ話し掛ける様子は少ないが、他者から話し掛けられた際は穏やかに返答している。終了時間まで過ごし、デイケア利用の感想については「はい、良かったです」と話している。デイケアでは就労に向けての体力作り、スキル能力の向上を目標に運動療法や就労支援プログラムへ参加することとしている。

9/28：体調については問題ないと話しているが、現在仕事への意欲が低下しており、復職する際に意欲が向上できるのか不安とのこと。復職に向けて意欲の向上が出来るように担当スタッフと面談を行い検討していくことを提案すると、「よろしくお願いします」と返答している。

9/30：デイケアにて暇な時間が多い為、担当スタッフと時間の使い方を検討するようにとの指示があり、面談を実施。本人から希望は聞かれない為、デイケアでの暇な時間については、本人の希望で聞かれたエアロバイクでの運動を継続して行いつつ、作業療法にて作業を行うことを提案。見学しつつ、興味のある活動を行なってみることとしている。また、復職に向けての不安がある際には、スタッフと対処法を検討しながら早期解消を図っていくことを提案し、不安を感じた際には無理せず相談するよう促している。エアロビクスや運動等、興味のある活動を行ない、意欲の向上を図りながら復職の準備を進めていくことを伝えると「よろしくお願いします」と話している。

10/5：10/3（月）デイケアへ気持ちが向かないとの理由で欠席した為、来所時に今後の利用について面談を実施。デイケアは「仕事に来るような感じで来ようと思って」「なので、気持ちが向かないってことは今はなくなりました」と話している。プログラムについては「暇な時間があるのと、何に入ればいいのかわからなくなることがある」とのこと。スタッフとデイケアプログラムを改めて確認し、就労支援プログラムへ参加していくこととしている。また、デイケアでの時間の使い方として、普段自宅でも行っているというパズルを行うことや、運動を行うことを提案。復職に向けて気持ちを整えつつ、日中の活動に身体を慣らしていくことを伝えると「そうですね」と返答し、作業療法では早速パズルを行っている。

デイケアでの目標について

・本人の希望は復職であり、感じている不安として体力と意欲の低下を話している。

・スタッフとプログラムへの参加を検討したり、取り組み方を確認しているが、翌日に話した内容とは別の意見を話すことがある。スタッフとの関係性が出来ていない為意見を話せないことや、理解力の問題等が考えられる為、復職に向け不安や問題等への対処能力を身につける必要がある。

【目標・治療計画】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	復職をし、仕事を継続して行う。
	①体力の低下を防ぎ、身体機能を維持する。
	①エアロビクスや運動器具での運動を行い、身体機能の維持を図る。
	①エアロビクスや運動療法、運動器具を用いた運動を積極的に行っていく。スタッフは実施状況を観察し、出来ている点を評価しつつ、運動への取り組みを促していく。

	
	②仕事への意欲を向上する。
	②デイケアでプログラムに参加し、身体の生活リズムを整える。
	②来所時には運動療法以外のプログラムに参加し、1日の生活リズムを整え、復職に向け身体を慣らしていく。スタッフはプログラム参加状況を確認し、何も取り組んでいない場合は活動を勧めていく。

	
	③不安や問題の早期解消ができるようになる。
	③復職や生活に関する問題を自分から相談し対処できるようになる。
	③不安や問題について聞かれた際に、自身の気持ちを表現出来るようになる。スタッフは来所時に本人へ声をかけ、不安や問題の有無を確認していく。本人から訴えが聞かれた際は、対処法を一緒に検討し、実践を促していく。


